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慶
應
法
学
会
の
平
成
二
九
年
度
春
季
研
究
大
会
は
、「
大
阪

と
実
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
七
月
一
日
（
土
）、
近
畿
大

学
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）
に
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
大
会
テ
ー
マ
は
、
大
会
開
催
校
と
し
て
先
に
決
定
さ
れ
て

い
た
近
畿
大
学
の
所
在
地
と
理
念
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
福
澤

諭
吉
ゆ
か
り
の
地
と
慶
應
義
塾
の
建
学
精
神
で
も
あ
る
こ
と
、

そ
れ
に
法
学
と
政
治
学
の
共
通
テ
ー
マ
に
な
り
う
る
こ
と
か
ら

決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
岩
谷
十
郎
・
慶
應
義
塾
大
学
法
学

部
長
に
よ
る
開
会
の
辞
に
続
き
、
ま
ず
、
三
者
三
様
の
刺
激
的

な
個
別
報
告
が
行
わ
れ
た
。
報
告
者
は
、
世
耕
石
弘
・
近
畿
大

学
総
務
部
長
、
大
屋
雄
裕
・
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
、
お

よ
び
柏
原
宏
紀
・
関
西
大
学
経
済
学
部
准
教
授
の
三
名
で
あ
る
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
報
告
の
骨
子
と
全
体
的
な
印
象
だ
け
を
述
べ

て
お
く
。
い
ず
れ
も
興
味
深
い
報
告
ば
か
り
な
の
で
、
ぜ
ひ
本

号
に
掲
載
さ
れ
た
各
論
考
を
一
読
す
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

①
世
耕
報
告
「
近
大
的
『
大
阪
と
実
学
』
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
」

広
報
の
プ
ロ
で
あ
る
世
耕
氏
か
ら
は
、
大
阪
と
い
う
所
在
地

と
実
学
教
育
と
い
う
建
学
精
神
を
強
調
す
る
、
近
畿
大
学
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

近
大
の
実
学
と
は
、「
そ
れ
ま
で
に
な
い
独
創
的
な
研
究
に

挑
む
こ
と
」
と
「
そ
の
研
究
成
果
を
社
会
に
活
か
し
、
し
か
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も
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
」
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ク

ロ
マ
グ
ロ
の
養
殖
に
関
す
る
研
究
が
そ
の
よ
い
例
で
あ
る
と

い
う
。
実
際
の
大
学
広
告
の
写
真
を
含
む
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
軽
妙
な
報
告
で
あ
っ
た
。

②
大
屋
報
告
「
実
学
・
法
学
・
時
間
・
距
離
―
―
科
学
と
し
て

の
法
学
と
そ
の
条
件
」

法
哲
学
を
専
攻
す
る
大
屋
会
員
は
、
福
澤
諭
吉
の
著
作
か
ら

実
学
の
意
義
を
科
学
と
捉
え
て
、
科
学
と
し
て
の
法
学
に
つ

い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
東
京
と
大
阪
の
間
の
距
離
と
時

間
的
差
異
か
ら
「
実
学
と
大
阪
」
の
関
係
を
論
じ
た
。
法
の

科
学
的
研
究
・
実
践
の
一
例
と
し
て
、
大
阪
中
之
島
に
あ
る

法
務
省
法
務
総
合
研
究
所
が
行
っ
て
い
る
法
整
備
支
援
を
議

論
の
俎
上
に
載
せ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
深
か
っ
た
。
す
ぐ

に
で
も
出
版
で
き
る
、
入
念
に
準
備
さ
れ
た
ペ
ー
パ
ー
に
基

づ
く
重
厚
な
報
告
で
あ
っ
た
。

③
柏
原
報
告
「
長
州
五
傑
と
明
治
維
新
―
―
『
大
阪
と
実
学
』

に
注
目
し
て
」

日
本
経
済
史
、
日
本
政
治
史
・
行
政
史
を
専
門
と
す
る
柏

原
・
新
会
員
は
、
明
治
維
新
期
に
お
け
る
長
州
五
傑
の
活
躍

を
「
大
阪
と
実
学
」
の
観
点
か
ら
分
析
し
た
。
実
学
に
つ
い

て
は
、
伊
藤
博
文
や
井
上
馨
な
ど
の
長
州
五
傑
が
密
航
し
た

イ
ギ
リ
ス
で
学
ん
だ
西
洋
事
情
や
、
英
語
、
西
洋
の
理
系
知

識
・
技
術
に
着
目
し
た
。
ま
た
、
実
践
の
場
と
し
て
の
「
大

阪
」
と
し
て
は
、
開
港
場
兵
庫
、
造
幣
局
、
お
よ
び
鉄
道
建

設
を
取
り
上
げ
た
。
当
時
の
写
真
を
含
む
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
、
わ
か
り
や
す
く
興
味
深
い
報
告
で

あ
っ
た
。

　

次
の
討
論
の
時
間
で
は
、
報
告
者
の
三
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
、
個
別
報
告
を
踏
ま
え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
活
発
な

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
な
ぜ
大

阪
で
実
学
が
重
視
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
各
報
告
者
の
意
見

を
ま
と
め
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
会
場
の
出
席
者
か
ら
質
問
が

多
く
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
想
し
て
、
司
会
者
の
コ
メ

ン
ト
は
極
力
抑
え
て
、
質
疑
応
答
の
時
間
を
で
き
る
だ
け
と
る

よ
う
に
し
た
。
結
果
と
し
て
、
そ
の
判
断
は
間
違
っ
て
い
な

か
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
。

　

司
会
者
と
し
て
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、
大
阪
と
実
学
と
の
間

の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
と
慶
應
義
塾
と
の
間
の
深
い
関
係
で
あ

る
。
大
屋
会
員
も
指
摘
し
て
い
た
と
お
り
、
福
澤
の
い
う
科
学

と
し
て
の
実
学
と
は
、「
大
阪
と
い
う
町
人
社
会
を
背
景
と
し

た
、
政
治
と
か
か
わ
ら
な
い
自
由
な
蘭
学
の
伝
統）1
（

」
と
深
い
関
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係
が
あ
ろ
う
。
そ
の
伝
統
の
形
成
に
深
く
関
わ
っ
た
の
が
緒
方

洪
庵
の
適
塾
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
適
塾
で
学
ん
だ
福
澤

を
通
じ
て
、
大
阪
の
実
学
主
義
は
、
慶
應
義
塾
へ
も
し
っ
か
り

と
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
適
塾
の
後
身
で
あ
る

大
阪
大
学
か
ら
、
そ
の
「
兄
弟
み
た
い
な
も
の）2
（

」
で
あ
る
慶
應

義
塾
大
学
に
移
っ
て
き
た
筆
者
に
は
、
そ
う
思
わ
れ
て
仕
方
が

な
い
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
々

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
大
会
実
行
委
員
長
と

し
て
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
近
畿
大
学
の
諏
訪
野
大
教
授
を
は
じ

め
、
し
っ
か
り
と
し
た
準
備
の
う
え
で
内
容
の
濃
い
お
話
を
し

て
い
た
だ
い
た
各
報
告
者
、
会
場
へ
ご
足
労
い
た
だ
い
た
会
員
、

お
よ
び
慶
應
法
学
会
事
務
局
の
み
な
さ
ま
に
対
し
、
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
る
。

（
１
）　

森
田
康
夫
『
福
沢
諭
吉
と
大
坂
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
六
年
、

一
二
〇
頁
。

（
２
）　

宮
本
又
郎
ほ
か
『
異
端
が
ひ
ら
く
未
来
─
大
阪
近
代
化
の
幕

開
け
と
福
澤
諭
吉
』
慶
應
義
塾
、
二
〇
〇
九
年
、
七
三
頁
。


